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アイソトープ診断治療学分野 

論文 
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7. Matsunaga H, Orita M, Iyama K, Sato N, Aso S, Tateishi F, Taira Y, Kudo T, Yamashita S, Takamura N. Intention to return to 

the town of Tomioka in residents 7 years after the accident at Fukushima Daiichi Nuclear Power Station: a cross-sectional study. 

J Radiat Res. 60 (1) : p51 – 58, 2019 (IF:2.014)  
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B 邦文 
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1. 石山彩乃, 森川実, 石丸英樹, 上谷雅孝, 井手口怜子. Central skull base の画像診断 臨床放射線 64 (3): p257-265, 

2019 

B-c 
1. 井手口怜子 画像診断別冊 KEY BOOK シリーズ 困ったときの胸部の画像診断（芦澤和人 編集） 学研メディカル

秀潤社 188-199 274-291, 2019 
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社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

工藤 崇・教授 理事 日本核医学会 

工藤 崇・教授 副理事長 日本心臓核医学会 

工藤 崇・教授 世話人 New Town Conference 

工藤 崇・教授 ファカルティ Alliance for Revolution and Interventional 

Cardiology Advancement - ARIA2018 

西 弘大・助教 分子イメージングに関する教育研修プログラム 

講師 

国立大学アイソトープセンター長会議 

西 弘大・助教 放射線教育訓練の時間と内容に関するアドホッ

ク委員会 委員 

日本放射線安全管理学会 
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西 弘大・助教 短寿命放射性核種の安全取扱のための教育資料

作成アドホック委員会 委員 

日本放射線安全管理学会 

西 弘大・助教 非臨床用 PET、SPECT の利用推進委員会 委員 日本アイソトープ協会 

 

競争的研究資金獲得状況 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

工藤 崇・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

医療経済効果に配慮した、高額医療機器を用

いない高精度心臓核医学診断技法の開発 

工藤 崇・教授 厚生労働省 代表 令和元年度労災疾病臨床研究事業費補助金 

放射線業務従事医療関係者の職業被ばく実

態調査と被ばく低減対策研究 

西 弘大・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 

分子イメージングを応用した内部被ばく核

種の生体内ダイナミクスの解析 

西 弘大・助教 日本学術振興会 分担 基盤（B） 

マウスモデルを用いたウイルス感染病態の

分子イメージングダイナミクス解析 

井手口 怜子・助

教 

日本学術振興会 代表 若手研究（B） 

FDG-PET/CT による大動脈動脈硬化の定量

的評価法の確立 

 


